
アカシアだより第１３号 嚶鳴文化の継承 R６年度嚶鳴祭・嚶鳴サロンコンサート 

 
令和６年８月３０日（土）３１日（日） 山形西高等学校嚶鳴祭  山形市民会館・西高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度山形西高等学校 弁論大会表彰式 

パンフレットから 

嚶鳴文化祭推進委員長 

 明るく元気いっぱいの西高

生が作る嚶鳴祭をぜひ楽しん

でいってください。西高生の

皆さん！今日ぐらいは嚶鳴祭

で頭をいっぱいにして、心の

底から楽しみましょう。 

 

校友会会長 

 各クラス一丸となって、嚶

鳴祭を最高のものにするため

に工夫を凝らし、企画を準備

してきたと思います。多くの

人と関わり、いつもと一味違

う西高を楽しみましょう。 

 

文化部委員長 

文化部の方にとっては、西

高生だけでなく保護者の方々

に日頃の成果を見ていただけ

る貴重な機会です。どの部も

今日のために準備や練習を行

ってきました。この二日間は

目いっぱい楽しんで、思い出

に残るものにしましょう。 

 二日間、保護者のような

気持ちで後輩たちの発表や

展示、企画を参観してきま

した。溌溂とした姿に思わ

ず数十年前の自分の嚶鳴祭

を思い出しました。 

心が若返りました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文化部は、見てもらえる機

会が少ないので、人が見に来 

てくれることで力が入る。 

とても楽しみにしていた。 

（2年生） 

 沢山の人に見ても 

らって、中学生にも、

西高の良さを知って

もらえたらいいな。

（２年生） 

楽しくて、楽し

くて、学校も楽

しいです。 

（１年生） 

３年生の生徒が「制限無く 

最後の嚶鳴祭をやることができて

本当に良かった。」と話してくれま

した。 

その嬉しそうな笑顔と言葉の意

味をかみしめ、この日は忘れられ

ない大切な思い出になりました。 

  

  

西高生にインタビューしてきました！ 

「あなたにとっての嚶鳴祭とは？」 



令和６年８月２５日（日） 嚶鳴女声合唱団サロンコンサート ホテルメトロポリタン山形にて 

 

 

 

 

 

 ☆星月夜☆ 

 猛暑に台風にと、様々な気象変化

に疲れていた心と体が一瞬のうち

に星と月の優しさに包まれました。 

 そして何とも言えない心地のよ

さを感じ、次第に息を吹き返すこと

ができました。まさに星月夜！ 

 曲ごとに思いの込められた歌声

に引き込まれ、時間が経つのも忘れ

楽しい時間を過ごしてきました。 

 

コンサート前のランチタイム

も楽しみの一つ！ 

 コンサートを終えて、ロビーでお見送りをする合唱団

の皆様。緊張もほぐれて、和やかで華やかな雰囲気で、 

笑顔があふれていました。 

文責 嚶鳴同窓会副会長 齊藤明美 


